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はじめに
　脳の機能的側性化（Functional Lateralization）
の存在は周知であり、左大脳半球では言語機能や論
理的思考に比較関与し、右大脳半球では空間認知や
直感的思考に比較関与しているとされる1） 2）。臨床
おいては脳卒中等による左大脳半球の損傷で失語症
が、右大脳半球の損傷では半側空間無視（Unilateral 
Spatial Neglect；以下USNと略す）がよく知られて
いる1） 2）。USNの患者では自己の外空間の左側を無
視する傾向が顕著に出現し、日常生活に大きな影響
を及ぼしている。USNの発生機序としては諸説があ
り、Heilmanら2）はその一つとして半側の不注意仮
説を提唱している。平林3）はその仮説を基に図1の
ごとくモデルを提示した。すなわち左大脳半球は右
側空間のみの注意の分配に関わっているが、右大脳
半球は左側空間の注意の分配に加え、脳梁を介して
左大脳半球で得た右側空間の情報にも注意の分配を
行っているとする仮説である。つまり、右大脳半球
は左側空間のみならず全体の視野情報を処理してい
ることになり空間認知では右大脳半球の比較優位な
機能側性化と考えることができる。神経心理学やリ
ハビリテーション医療では、USNの症状の検出のた
めに多くの方法が考案されている。中でも線分の2
等分課題による検査は最も多く用いられている方法
の一つである。USN患者では線分の2等分課題で
その2分点は幾何学的中点より有意に右方に偏位す
る。またBradshawら4）による健常者を対象にした
水平線分2等分課題の実験ではその2等分点は幾何
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健常高齢者の左右空間認知
学的中点より左方に偏位することが有意に高頻度で
あったと報告している。本研究では健常高齢者を対
象に線分2等分・３等分課題を用いてこれらの脳の
機能側性化を検討することを目的とした。
対象と方法
1．対象
　某市の平成21年度の健常高齢者に対するミニデｨ
サービス事業の参加者41名を対象にした。内訳は男
性８名、女性33名であり、平均年齢は79.4±5.67歳
であった。なお、対象者には本研究の趣旨と得られ
たデータの利用について研究以外では一切使用しな
いことを説明し、同意の得られた者のみとした。ま
た、氏名に関しては無記名とした。
2．方法
　1）線分2等分・3等分課題
　A 4版白紙の短辺を2分割し、105×297㎜の用紙
を用いた。用紙の中央に240㎜長の線分（黒色で太
さは1.5㎜）が引かれている。幾何学的等分点は2
等分の場合、両端より120㎜の位置であり、３等分
の場合、両端より其々 80㎜の位置となる。
　2）検査手順
　上記の用紙を被検者の正面に線分が前額面で平
行（水平）になるよう提示した。まず表紙として被
検者の年齢と性別を記入させた。次ページでは検査
の教示として「次のページの線分のちょうど2等分
になる点を目測によりその線の上に縦に鉛筆で記入
して下さい。では、右手に鉛筆を持ってはじめてく
ださい。」と文章で提示し、同時に口頭でも教示した。
次のページから線分2等分課題の用紙にて３試行さ
せた。次ページでは「今度は左手に鉛筆を持ち替え
てはじめてください」と文章で提示し、同時に口頭
でも教示した。その後、左手にて線分2等分課題を
３試行させた。線分３等分課題も上述の手順と同様
にそれぞれ３試行実施した。尚、３等分課題では線
分の右側と左側に等分点を記入することになり、ど
ちらから先に記入するかは被検者の自由とした。ま
たどちらを最初に記入したかを明示するため最初に
記入した点に①と記入させた。以上のような手続で
右手と左手により３試行づつ2等分・３等分課題の
順に合計12試行させた。
　3）データと統計処理
　得られた検査データは其々の線分の幾何学的等分
点からの偏位した長さとして0.5㎜単位で計測した。
幾何学的等分点より右側に偏位した長さをプラス表
記し、左側に偏位した長さをマイナス表記した。ま
た等分点からの相対的な偏り度として偏位率を算出
した。2等分点では線分全長の1/ 2である120㎜、
３等分点では1/ ３の80㎜を基準に百分率とした。
図1　hemispatial inattention hypotheses（Heilmanらの仮説より平林が作図）
　左大脳半球は、右視野（右側空間）にのみ注意を分配できる。一方、右大脳半球は左視野（左側空間）だけでなく、右視野（右
側空間）にも注意を分配できる（a）。
　左大脳半球に損傷がある場合には、左大脳半球による右側空間への注意が減少するが、右大脳半球が右側空間への注意をかな
りの程度までカバーできる。そのために、強い右側空間の無視は現れない（b）。
　右大脳半球に損傷がある場合は、左側空間への注意は減少し、左大脳半球によってもカバーされないために、左側空間への注
意は欠如したままになる。その結果が強い左側空間の無視となって現れる（c）。
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これらのデータは実測の間隔変数であり正規分布が
仮定されることより、統計処理は平均値と標準偏差
を用いた。有意差の検定はStudent’s t-testで行った。
その他の処理としてカイ二乗検定も用いた。
結　　果
1．線分2等分課題（図2）
　2等分点の位置は被検者全体の平均値では－0.51 
±5.89 ㎜ で あり、幾 何 学 的 中 点より左 に0.51 ㎜
（0.43％）の偏位であった。また、これを左右の試
行手別に見た場合、右手試行では平均値および偏位
率は－1.83±4.56㎜（－1.52±3.80％）であり、左手
試行では逆に＋0.80±4.51㎜（＋0.66±3.76％）あっ
た。すなわち右手試行では幾何学的中点より左に偏
位し、左手試行では逆に右に偏位した。また左右手
間でp＜0.05で有意な差を認めた。
2．線分3等分課題（図3）
　右手試行と左手試行ではそのデータの分布に独立
性があり、同一正規分布上にはないと判断された。
そのため右手試行と左手試行のデータを別々に処理
した。右手試行では被検者から見て線分の左側の
３等分点での平均値および偏位率は－3.55±3.93㎜ 
（－4.44±4.92％）であり、右側の３等分点では＋2.91
±5.76㎜（＋3.64±7.19％） であった。左手試行では
被検者から見て線分の左側の３等分点での平均値
および偏位率は－1.41±5.32㎜（－1.77±6.65％）で
あり、右側の３等分点では＋4.70±5.87㎜（＋5.88
±7.33％） であった。すなわち、右手試行では左側
の３等分点は幾何学的３等分点より左に偏位し、右
側の３等分点では逆に右に偏位した。両者間には 
p＜0.01で有意な差が認められた。さらに左手試行
でも左右の各幾何学的３等分点からの偏位には同様
の傾向（p＜0.01）が示された。試行手間では左側
の３等分点で右手試行は左手試行に比べてp＜0.05
で有意に左に偏位した。しかし右側の３等分点では
右手・左手試行間に有意な差は認められなかった。
　次に同課題において左右の３等分点を被検者はど
ちらの点を先に記入したかについて示す。右手試行
では被検者から見て左側の３等分点を先に記入した
試行数は88回（72%）で、右側の３等分点を先に記
入した試行数は35回（28%）であった（Chi=22.8、
p＜0.001）。左手試行ではこの傾向はさらに強まり、
左側が113回（92%）、右側が10回（８%）であった
（Chi=86.3、p＜0.001）。すなわち左の３等分点を先
に記入する明確で強い傾向が示された。
3．右手試行と左手試行について
　2等分課題および３等分課題のすべての試行で左
手試行では右手試行のより右方に常に偏位した。３
等分課題の右側の３等分点でのみ統計的有意差は検
出できなかった（p＜0.17）が、2等分点および左
側の３等分点の比較で有意差が示された（p＜0.05）。
（図2･ ３）図2　線分2等分課題の成績（n=41）
図3　線分3等分課題の成績（n=41）
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考　　察
　脳卒中等により右大脳半球に損傷がある患者では
視覚空間での左側の無視がしばしば出現する。これ
は左半側空間無視とよばれリハビリテーションや作
業療法の臨床でその治療に難渋することが多い。重
症例では食事での左側の大半を食べ残すことや移乗
などに多大な介助が必要となる。またこれらは右大
脳半球損傷の患者の特有な症状であり、左大脳半球
損傷の患者ではその出現は稀であり、症状も軽微と
される。これらのことより左右大脳半球間の機能側
性化もしくは非対称性が指摘されている1） 2）。
　本研究の線分等分課題で示された結果より高齢
者の空間認知に関して左右空間での非対称性が認
められた。線分2等分課題の右手での試行ではそ
の2等分点は左に偏位した。Bradshawら4）は右手
利きの学生24名を対象に80 〜 170㎜の水平線分10
本で同様な2等分課題を利き手（右）で実施し、平
均値で－1.02㎜、偏位率では1.6％の左方への偏位
を報告している。Bradshawらはこの現象を空間認
知の方向性非対称性と捉え、左方過少評価（Left-
side underestimation）と称した。今回の我々の検
査でもほぼ近似した1.52％の左方への偏位が示され
た。また山下ら5）は健常大学生207名を対象に線分
2等分検査を線分の長さ・提示位置・試行手の諸条
件で実施した。それらの結果より中央提示で20cm
の線分2等分では、その偏位量の平均は右手では 
－2.17±3.68㎜、左手では－1.66±3.97㎜の成績を示
している。左右どちらの手の試行でも幾何学的中点
より左方に偏位した結果となっている。われわれの
研究では左手試行では僅かではあるが右方に偏位
していた。このことは我々の研究対象が高齢者であ
り、若年者との年齢の差を反映しているものと考え
られた。加齢による変化としてはFujiiら6）は108名
の被検者を36名づつ、young/middle/old ageの３
グループに分けて線分2等分テストを行った結果、
old ageのグループが他の2グループに比して有意
に右方に偏位したと述べている。このことをFujii
らは加齢による大脳半球機能の非対称性の減退また
は成熟（asymmetrical decline or maturing of the 
hemispheric functions over age）と考察している。
　次に本研究での右手と左手試行ではすべての検査
で左手試行が右手試行のより右方に偏位したことに
ついては以下の点が考えられた。すなわち、右大脳
半球が仮に空間認知で比較優位とするならば右手試
行ではその遂行に左大脳半球が賦活され右大脳半
球内での機能的競合は起こらない。それに対して左
手試行ではそもそも非利き手の使用となりその遂行
に右大脳半球のより強い賦活が起こる。その結果、
右大脳半球内での左手遂行運動と空間認知過程に機
能的競合は発生する。この競合よって空間認知に抑
制的相互作用（inhibitory interaction）が働くこと
になる。すなわち右大脳半球の空間認知の比較優位
性が弱められることにより相対的に左大脳半球の空
間認知機能の役割が強くなる。その結果として左手
試行の等分点は右手試行の等分点に比して常により
右方に偏位したと解釈できよう。
　今回は健常高齢者に対し、線分2・３等分課題を
用いて視覚による左右空間認知ついて検討した。そ
れにより左右大脳半球には機能的非対称性があるこ
とが検証できた。また機能競合による抑制的相互作
用について仮説的検討も試みた。今後はこれらの知
見を臨床的にどのように展開できるかが課題となろ
う。
Abstract
　The function of the spatial cognition is 
considered to be dominance as compared with 
a left cerebral hemisphere in the right cerebral 
hemisphere．We examined a right/left spatial 
cognition by using a line bisection and trisection 
tasks in 41 normal elderly subjects．In the 
bisection tasks, on trial by the right hand, deviated 
to the left from geometric middle．However, 
on trial by the left hand, it deviated slightly to 
the right．In the trisection tasks, at the left side 
divided point it deviated to the left from geometric 
left middle．In contrast, at the right side divided 
point deviated to the right from geometric right 
middle．Thus, the asymmetry between the 
right and left cerebral hemisphere in the spatial 
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cognitive function and the inhibitory interaction in 
the right hemisphere was suggested.
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